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はしがき
希土類磁石を応用した磁性アタッチメントの開発や臨床研究は日本で姑められ,
現在日本が最も進んでいる研究分野の一つと思われる.しかしその研究のほとんど
は希土類磁石を用いた既製磁性アタッチメントや,それらを用いた臨床研究に集中
′
している.
一方,申請者らは磁性アタッチメント用磁石として,早くから白金鉄系磁石の優れ
た耐食性,生体安全性,磁気特性,機械的性質に注目し,数多くの基礎研究や,臨
床応用研究を行い報告してきた.申請者らはまず,歯科鋳造による磁性アタッチメン
トシステムの構栗を考えて基礎的な研究を進めてきたが,自金鉄系磁石の融点が
高く,複雑な熱処理を行わなければならないこと等,実用上かなり問題が多いことが
明らかとなってきた.また,既製ではなく個々の補綴物形態に合わせて最適な磁気
回路設定をする必要があることも,歯科鋳造による白金鉄系磁石の磁性アタッチメ
ント実用化の大きな障害となることがわかってきた.
そこで本研究は,自金鉄系磁石合金による磁性アタッチメントシステムの磁気回路
の設定と形態の製作を歯科用のCAD/CAMで行うことで,鋳造にまつわる磁気回路
設定や加工の問題を解決することを目的とするものである.
すなわち,本研究は個々の補綴物形態に合わせた磁場解析にて最適な磁性アタ
ッチメントをCADで設計し,それに基づき白金鉄系磁石合金やキーパーとなる磁性
ステンレス鋼をCAMで自動加工するシステムを構築する事を目的とする.
白金鉄磁石合金および磁性ステンレス鋼の切削のメカニズムを解明するため､そ
れぞれの合金の研削性を調べた結果､以下のことが明らかとなった｡
1.日金鉄系磁石合金の研削性はコバルトクロム合金より優れ､ 12%金銀パラジウ
ム合金や白金加金合金と同程度であった.
2.磁性ステンレス鋼の切削性は､低速においては従来の歯科鋳造用合金より優
れており､自金鉄系磁石合金と比較しても低速において優れた切削性を示し
た.
また､ 4極着磁による三次元磁場解析を行った結果､以下のことが明らかとなっ
た｡
1.外冠上面の厚み､ショルダー幅､内冠上面の厚みの中で､吸引力に最も影響が
あるのは外冠上面の厚みであり､上面の厚みが1.0mm以上あればクラウン･ブ
リッジの維持に十分な吸引力が得られた｡
2.外冠モデル上面の厚みがあるほど､内冠モデルとの吸着面付近の要素が飽和
しており､良好な吸引力が得られた｡
3.空間漏洩磁束に関して､全てのモデルにおいて､安全基準以下の値が得られ､
歯科臨床への応用の可能性が示唆された｡
′
現在､白金鉄磁石合金および磁性ステンレス鋼の切削性試験と臨床形態での磁場
解析が行われており､これらの合金を用いたCAD/CAMシステムを構築するための
総合的な研究が行われている｡今後は臨床応用にむけた研究を行う予定である｡
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